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国立大学法人 長岡技術科学大学 

平成28年度第４回経営協議会議事要旨 

 

日 時  平成29年１月26日（木）13時30分～15時05分 

場 所  ＫＫＲホテル東京（朱鷺） 

出席者  東議長、天羽委員、池田委員、大貝委員、岡田委員、岸委員、合田委員、関委員、

谷口委員、鎌土委員、三上委員、横山委員、小松委員、中出委員、大石委員（議事

の表決委任による出席五味委員、磯田委員） 

陪席者  齋藤監事、滝上監事、福田附属図書館長、渡邉長岡市地方創生推進部長 

事務局  総務部長、学長戦略課長、ＩＲ・企画課長、総務課長、財務課長、総務課課長補佐、

総務課総務係長、財務課予算係長、財務課予算係員、総務課総務係員、大塚（雄）

准教授 

 

議事に先立ち、東議長から平成28年度第３回議事要旨(案)について説明があり、案のとおり

承認した。 

 

審議事項 

１．大学運営について 

 鎌土委員から資料１－１に基づき機能強化構想の概要、横山委員から資料３－１～３－４に

基づき平成29年度長岡技術科学大学予算の内示及び東学長から資料１－２～１－３に基づき予

算編成にあたって想定される内容について、それぞれ説明があり、大学運営に関する意見交換

を行った。 

  

主な内容は以下のとおり。 

○自己収入拡大に関して、クラウドファンディングについて取り組んでいるか。アカデミック

なものでも資金は集まるようなので、実施してみても面白いのではないか。また、クラウドフ

ァンディングのリスク管理についてはどのように考えているか。 

●クラウドファンディングの活用方法について学内で検討している。本学の教育研究内容を世

間に広く周知し、大学全体として社会にアピールできるようなものから実施したいと考えてい

る。平成29年度に具体的な案件やリスク管理について検討を開始する予定である。 

○平成29年度予算は増額になる見込みか。増額の規模や財源等はどのように考えているか。 

●自己収入の拡大は予想しづらいところもあるが、新たな自己収入獲得策の取り組みを検討し

ている。経費の節減については、今年度設置したＩＲ推進室による業務ヒアリングを実施し、

光熱水費で対前年度１～２割（約3,000万円）、事務経費の見直しで1,000万円から1,500万円の
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削減を見込んでいる。まずは、経費の節約をして対応していきたい。 

○経費節減も重要ではあるが、中長期的な目標を立て、自己収入の増加に取り組んでいく必要

があるのではないか。 

●経費の節約にも限界があるため、平成29年度中に自己収入を増やす仕組みを作りたいと考え

ている。 

○将来を考えれば、大学が機能強化をしていくことを踏まえ、現在の学費が適正であるかどう

か、また、学生に対する教員一人当たりの負担は、私大に比べれば余裕があるという感じを受

けるが。 

●本学は、産学連携の取組を推進しているため、昔に比べ教員一人当たりの負荷が大きくなっ

ている。このため、人件費の削減を行うのではなく、外部資金の獲得を増やし対応していきた

いと考えている。 

○共同研究の間接経費は30％を徴収しているか。 

●平成28年７月に規定を改正し、国際共同研究については30％を標準としている。国内共同研

究については今後検討していく。 

○会議で多くのペーパーを使用していることに抵抗がある。経費削減の観点からも電子媒体を

使用し、紙の削減を行うべきではないか。 

●その方向で検討中。次の経営協議会までに実施する。 

 

 

報告事項 

１ 就業規則の改正について 

 横山委員から資料２に基づき、報告があった。 

 

２ 平成29年度長岡技術科学大学予算の内示について 

 横山委員から資料３に基づき、報告があった。 

 

３ 経営系専門職大学院認証評価に係る追評価に対する評価結果（委員会案）について 

 三上委員から資料４に基づき、報告があった。 

 

主な質疑応答は以下のとおり。 

○追評価の結果により、学生が不利になることはないのか。 

●学生募集や卒業者の獲得する資格に対しての影響はないが、認証されない場合、厚生労働省

の教育訓練給付金が給付されない可能性がある。厚生労働省から本学のプログラムは機械安全、

生産安全のエンジニアが獲得すべき知識を提供しているとして高く評価されているので給付さ

れないことにならないよう働きかけていく。 
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○卒業生が社会の役に立っているという明確なデータを示していく必要がある。 

○経営にとって安全は非常に重要であることを理解してもらうよう、継続して働きかけていく

べきである。 

○日本では唯一だが、国際的には同じような思考をしているところがあるはず。長岡の特色や

独自性を大事にしていくべき。 

●本学は、初志の考えを曲げることなく、色々なところに働きかけて応援団を増やしながら今

後も実施していきたいので、委員の先生方には今後ともご支援をお願いしたい。 

 


